
イーソルの安岡と申します。イーソルについてご紹介します。
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ここにご列席の皆様は、イーソルについてご存じない方がほとんどだと思いますので、ま
ずはじめにイーソルがどんな会社か、をご紹介します。

イーソルがもっとも強みを持つコアテクノロジーは、リアルタイムOS技術です。ITRONや
T-Kernelをベースし、ハイエンド機器からローエンド機器までをカバーする、高機能でス
ケーラブルなリアルタイムOSを自社開発しています。開発ツール、ミドルウェアと統合化
してご提供し、トータルに組込みソフトウェア開発をご支援します。

設立は1975年で、くしくもあのマイクロソフト社と同じ年です。イーソルは設立以来35年
間組込みシステムに特化して、自社製品の開発と、お客様の受託開発の両方を行って
きた、組込みソフトウェア開発専門のエンジニアリング会社です。

お客様はアジアやヨーロッパ、北米など世界各地に広がり、対象機器は車載機器や人
工衛星シ テム セキ リテ 機器 イ ンドな ンシ 機器をはじめとする多岐工衛星システム、セキュリティ機器、ハイエンドなコンシューマ機器をはじめとする多岐
の分野に及んでいます。

T-Engine Forumでは、幹事会員として、主にT-Kernel、μITRONや開発ツールにかか
わるワーキンググループに所属し、活発に活動しています。
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こちらが、イーソルのリアルタイムOSをはじめとするソフトウェア製品が採用された実績
の一部です。

車載機器では、トヨタグループのデンソー様やドイツのボッシュ社のカーナビ、日本のス
ズキ車に実装されたカーオーディオなどがあります。

JAXA様が開発した人工衛星システムにも搭載されており、昨年打ち上げられ、現在も
地球を周回する衛星にも載っています。

さらにハイエンドなデジタルコンシューマ機器や、デジタルカメラ、監視カメラなどのセ
キ リテ 機器 も多数実績がありますキュリティ機器でも多数実績があります。
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それではイーソルのソフトウェア製品をご紹介します。イーソルは、リアルタイムOSを中

心に、リアルタイムシステム開発に特化した開発ツール、豊富なミドルウェア、そしてプロ
フェッショナルサービスを統合したソフトウェアプラットフォームを、「eCROS（イークロ
ス）」というブランド名で、ご提供しています。

このブロックの中から、お客様の開発するシステムに合わせたオリジナルのソフトウェア
プラットフォームを構築できますので、お客様は上位の付加価値の高いアプリケーショ
ン開発に専念できますン開発に専念できます。
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eCROSの中心となるリアルタイムOSのラインアップです。

T-Kernelを拡張して開発した「eT-Kernel（イーティーカーネル）」と、μITRON4.0
仕様に準拠した「PrKERNELv4（ピーアールカーネルブイフォー」の2系統があ
ります。

特に、マルチコア向けのOS「eT-Kernel Multi-Core Edition」は、SMPとAMPを
混在できる独自のスケジューリング技術を搭載した、イーソルのフラッグシップ製
品です。本日イーソルのブースで、このeT-Kernel Multi-Core Editionのデモ展
示を行っていますので、ぜひご覧になってください。
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eT-Kernelは、POSIX仕様に準拠したOSや、メモリ保護とプロセスモデルをサ
ポートするプロファイル、μITRONと同等の性能と機能をもつプロファイルなど、4
つのスケーラブルなプロファイルを持っており、大小さまざまな規模と機能をもつ
システムに対応できます。

それぞれのプロファイル上のソフトウェア資産を、他のプロファイルで流用できる
ので、ソフトウェアの共通化による開発の効率化が達成できます。また、システム
保護機能やメモリ保護機能により システムの信頼性を確保できます保護機能やメモリ保護機能により、システムの信頼性を確保できます。
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これでイーソルのご紹介を終わります。イーソルブースへのお越しをお待ちして
います。
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